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「終末期医療に関する調査」結果 
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本調査について 

 

（１）調査目的 

○ 患者の意思を尊重した望ましい終末期医療のあり方について検討する際に、議論の参考と

するために実施。 

 

（２）調査対象及び客体 

○ 前回（平成１５年）の調査と同様、一般国民、医師、看護職員及び介護施設職員（介護老人

福祉施設の介護職員をいう。以下同じ。）を対象に意識調査を実施した。調査客体の数は

計１４，４０２人（前回１３，７９４人）であった。 

○ 一般国民 

 全国の市区町村に居住する満２０歳以上の男女から５，０００人を層化二段無作為抽出

法にて抽出し、客体とした。 

 各地点の標本数が２２～３９程度となるように国勢調査区（平成１７年）から１５０地点を無

作為に選んだ。 

 １５０国勢調査区の住民基本台帳から客体を無作為に選んだ。 

○ 医師、看護職員 

 病院・診療所・緩和ケア病棟の医師３，２０１人と病院・診療所・緩和ケア病棟・訪問看

護ステーション・介護老人福祉施設の看護職員４，２０１人を客体とした。 

 病院については、全国から１，０００施設を無作為に選び、各施設で医師２人と看護職

員２人を選定した。 

 診療所については、都道府県ごとに２３施設、計１，０８１施設を無作為に選び、各施設

で医師１人、看護職員１人を選定した。 

 緩和ケア病棟は、全国１２０施設の全数を対象とし、各施設で医師１人と看護職員１人

を選定した。 

 訪問看護ステーションについては、全国から５００施設を無作為に選び、各施設で看護

職員１人を選定した。 

 介護老人福祉施設については、全国から５００施設を無作為に選び、各施設で看護職

員１人を選定した。 

 各施設内の調査対象者の選定は各施設に任せた。 

○ 介護施設職員 

 介護老人福祉施設については、全国から２，０００施設を無作為に選び、各施設で介護

職員１人を選定し、２，０００人を客体とした。 

 各施設内の調査対象者の選定は各施設に任せた。 

 

（３）調査期間 

○ 平成２０年３月 

 

（４）調査項目 

○ 調査項目については、以下のとおりである。調査対象者の意識の変化が把握できるように
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前回調査に沿う内容としたが、「終末期における療養の場所」について、従来の「死期が迫

っている場合」に加え、「脳血管障害や認知症等によって全身状態が悪化した場合」を加え

たほか、具体的な延命医療の中止の時期や内容等の質問を加えた。 

   （１） 終末期医療に対する関心     

（２） 病名や病気の見通しについての説明  

（３） 治療方針の決定  

（４） 死期が迫っている患者に対する医療のあり方  

（５） 遷延性意識障害の患者に対する医療のあり方   

（６） 脳血管障害や認知症等によって全身状態が悪化した患者に対する医療のあり方 

（７） リビング・ウィルと患者の意思の確認方法  

（８） 終末期医療に対する悩み、疑問   

（９） 終末期における療養の場所   

１） 死期が迫っている患者        

２） 脳血管障害や認知症等によって全身状態が悪化した患者  

（１０） がん疼痛治療法とその説明   

（１１） 終末期医療体制の充実     

 

（５）調査の方法 

○ 郵送法 

 

（６）結果の集計及び集計客体  

○ 調査対象者数、回収数は表のとおりであり、回収率は４６．０％であった。 
 

表    「終末期医療に関する調査」回収結果 

対象者 対象施設 調査人数（人） 回収数（人） 回収率（％）

一般国民 － 5,000(5,000) 2,527(2,581) 50.5(51.6)

医  師 計 3,201(3,147) 1,121(1,363) 35.0(43.3)

  病院 2,000(2,000)

  診療所 1,081(1,034)

  緩和ケア 120(113)

 

計 4,201(3,647) 1,817(1,791) 43.3(49.1)看護職員 

  病院 2,000(2,000)

  診療所 1,081(1,081)

  緩和ケア 120(113)

訪問看護ステーショ 500(500)  

介護老人福祉施設 500(-)

 

介 護 施 設 職介護老人福祉施設 2,000(2,000) 1,155(1,253) 57.8(62.7)

総  計 14,402(13,794) 6,620(6,988) 46.0(50.7)

注） （   ）内は前回調査結果 

 

 



結果 

（１）終末期医療に対する関心 

【問１】 

近年、終末期医療に関して「安楽死」「尊厳死」「リビングウィル（書面による生前の意思表示）」など

の問題が話題になっていますが、あなたはこれらのことに関心がありますか。（○は１つ） 
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無回答
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【問 1 補問】 

（問１で「１非常に関心がある」「２まあ関心がある」をお選びの方に）あなたは、「安楽死」、「尊厳死」、

「リビングウィル（書面による生前の意思表示）」などの終末期に関する問題に関して、自分自身がど

の程度知っているとお考えですか。（○は１つ）                                                            
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【問２】 

あなたご自身が治る見込みがない病気になった場合、その病名や病気の見通し（治療期間、余命）につ

いて知りたいとお考えになりますか。（○は１つ） 
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【問２補問】 

（１「知りたい」をお選びの方に）この場合、病名や病気の見通しについて直接担当医師から説明を受

けたいと思いますか。（○は１つ） 
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（２）病名や病気の見通しについての説明 

【（医療従事者）問６】 

あなたの担当している患者（入所者）が治る見込みがない病気に罹患した場合、その病名や病気の見通

し（治療期間、余命）について、まずどなたに説明をしますか。（○は１つ） 
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医
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患者本人に説明する
（患者・入所者本人に説明すべきである）

患者本人の状況を見て患者に説明するかどうか判断する
（患者・入所者本人の状況を見て患者・入所者に説明するかど
　うか判断した方がよい）
家族に説明する
（家族に説明した方がよい）

患者本人、家族ともに説明しない
（患者・入所者本人、家族ともに説明しない方がよい）

わからない・無回答
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【（医療従事者）問７】 

あなたは病名や病気の見通しについて、患者（入所者）や家族が納得のいく説明ができていると考えて

いますか。（○は１つ） 
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介
護

看
護

医
師

できている ある程度できている できていない わからない・無回答
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（３）治療方針の決定 

【（医療従事者）問８】 

あなたの担当している患者（入所者）が治る見込みがない病気に罹患した場合、その治療方針を決定す

るにあたり、まずどなたの意見を聞かれますか。（○は１つ） 
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介
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看
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医
師

患者（入所者）本人の意見を聞く

患者（入所者）本人の状況をみて誰にするかを判
断する
家族の意見を聞く

患者（入所者）本人、家族ともに意見を聞かない

わからない・無回答

 

10 



（４）死期が迫っている患者に対する医療のあり方 

【問３】 

あなたご自身が突然重い病気や不慮の事故などで、適切な医療の継続にもかかわらず、治る見込みがな

く死が間近に迫っている（数日程度あるいはそれより短い期間）と告げられた場合、心肺蘇生措置を望

みますか。（○は１つ） 
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53.8

22.0
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36.3

28.0

22.7

45.7

37.1

71.9

21.7

55.5

73.7

53.2 4.8

17.0

15.2

5.8

3.5

13.6

8.0

4.5

3.0

3.7

0.8

1.3

0.4

1.6

0.3
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ２０

Ｈ１５

介
護

看
護

医
師

一
般

（Ｈ１５）心肺蘇生措置は続けられるべきである
（Ｈ２０）心肺蘇生措置を望む
（Ｈ１５）心肺蘇生措置はやめたほうがよい
（Ｈ２０）どちらかというと心肺蘇生措置は望まない
（Ｈ１５）心肺蘇生措置はやめるべきである
（Ｈ２０）心肺蘇生措置は望まない
わからない

無回答
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【問４】 

あなたご自身が治る見込みがなく死期が迫っている（６ヶ月程度あるいはそれより短い期間を想定）と

告げられた場合、延命医療を望みますか。（○は１つ） 

16.0
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7.0
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3.4
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7.0

51.7
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55.1
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32.5
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34.5

61.8

38.6

15.9

20.5

37.1

25.7

33.5

51.8

20.7

25.4

53.8

21.0

42.5

11.7

11.9

14.7

7.9

5.0

6.3

7.4

6.0

5.8

7.8

8.7

1.4
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3.0

3.7
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4.1
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Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ１０

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ１０

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ１０

介
護

看
護

医
師

一
般

（Ｈ１５）単なる延命医療であっても続けられるべきである
（Ｈ２０）延命医療を望む
（Ｈ１５）単なる延命医療はやめたほうがよい
（Ｈ２０）どちらかというと延命医療は望まない
（Ｈ１５）単なる延命医療はやめるべきである
（Ｈ２０）延命医療は望まない
わからない

無回答

 

12 



【問４補問１】 

（問４で「２どちらかというと延命医療は望まない」「３延命医療は望まない」をお選びの方に）この

場合、延命医療を望まないとき、具体的にはどのような治療を中止することを望みますか。お考えに近

いものをお選びください。（○は１つ）   

 

42.4

53.1

51.2

42.8

39.3

28.6

29.9

20.4

10.1

13.7

15.2

18.4

7.7

4.1

3.4

17.2

0.5

0.5

0.2

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

生命維持のための特別な治療まで中止

胃ろうなどによる栄養補給まで中止

点滴の水分補給等一切の治療を中止

わからない

無回答
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【問４補問２】 

（問４で「２どちらかというと延命医療を望まない」「３延命医療は望まない」をお選びの方に）この場合、具体的に

はどのような医療・ケア方法を望みますか。お考えに近いものをお選びください。（○は１つ） 

69.2

58.9

52.0

83.5

71.0

83.0

71.0

74.8

60.5

13.8

24.5

28.3

13.3

18.4

14.1

16.6

21.1

28.9

13.3

13.8

4.7

2.5

1.2

1.9

0.3

2.7

0.4

1.7

3.7

1.7

0.4

0.6

0.9

0.2

1.2

1.2

1.0

0.0

13.3

0.3

8.8

0.1

11.8

0.2

9.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ１０

介
護

看
護

医
師

一
般

痛みをはじめとしたあらゆる苦痛を和らげることに重点をおく方法

延命医療を中止して、自然に死期を迎えさせる様な方法

医師によって積極的な方法で生命を短縮させるような方法

わからない

無回答
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【（一般）問４補問３】 

【（医療従事者）問９補問３】 

（問４、９の補問２で「３医師によって積極的な方法で生命を短縮させるような方法」をお選びの方に）

このような方法がなされるとすると、その時にどのような条件が必要になるとお考えでしょうか。あな

たのお考えに近いものをいくつでもお選びください。（○はいくつでも）                                     

医学的にみて患者が不治の病に冒され、
しかもその死期が目前に迫っていること

50.0

100.0

50.0

65.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

患者の痛みが甚だしく、誰もがこれを見るに
忍びないほどであること

100.0

0.0

0.0

61.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

患者の痛みからの解放を目的とした治療が
十分なされていること

0.0

30.6

0.0

100.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

15 



患者本人の強い要請があること

25.0

66.7

50.0

57.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

方針の決定は担当医だけではなく、複数の医師又は
医療チームによってなされること

0.0

100.0

50.0

24.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

医師が十分に患者に説明して、
患者が納得した後で行われること

25.0

66.7

50.0

34.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

16 



医師の手によることを原則とし、これができない場合は
世間が納得できるだけの特別の事情があること

25.0

33.3

0.0

16.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

方法が常識的にも妥当なものとして
認め得るものであること

50.0

66.7

0.0

25.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

その他

0.0

0.0

0.0

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

17 



わからない

0.0

0.0

3.5

0.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般
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【（一般）問６ （医療従事者）問５】では、あなたの家族が治る見込みがなく死期が迫っている（６

ヶ月程度あるいはそれより短い期間を想定）と告げられた場合、延命医療を望みますか。（○は１つ）            

24.6

11.6

9.0

21.9

34.5

41.0

46.6

43.4

17.5

36.5

30.1

16.1

21.1

10.3

13.3

17.7

2.3

0.5

1.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

延命医療を望む

どちらかというと延命医療は望まない

延命医療は望まない

わからない

無回答
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【（一般）問６補問１ （医療従事者）問５補問１】 （問６、５で「２どちらかというと延命医療は

望まない」「３延命医療は望まない」をお選びの方に）この場合延命医療を望まないとき、具体的には

どのような治療を中止することを望みますか。お考えに近いものをお選びください。（○は１つ）                

 

46.7

59.9

55.0

47.2

42.1

28.8

30.7

22.5

4.4

6.8

10.5

12.4

5.8

3.7

3.1

16.6

1.0

0.7

0.7

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

生命維持のための特別な治療まで中止

胃ろうなどによる栄養補給まで中止

点滴の水分補給等一切の治療を中止

わからない

無回答
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【（一般）問６補問２ （医療従事者）問５補問２】 （問６、５で「２どちらかというと延命医療は

望まない」「３延命医療は望まない」をお選びの方に）この場合、具体的にはどのような医療・ケア方

法を望みますか。お考えに近いものをお選びください。（○は１つ）                                          

 

64.8

74.3

72.2

53.6

22.7

12.8

16.0

21.5

0.6

0

0.6

3.0

0.9

0.3

0.8

1.3

11.1

12.6

10.5

20.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

痛みをはじめとしたあらゆる苦痛を和らげることに重点をおく方法

延命医療を中止して、自然に死期を迎えさせる様な方法

医師によって積極的な方法で生命を短縮させるような方法

わからない

無回答
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【（一般）問６】あなたの家族が治る見込みがなく死期が迫っている（６ヶ月程度あるいはそれより短

い期間を想定）と告げられた場合、延命医療を望みますか。（○は１つ） 

【（医療従事者）問９】あなたが担当している患者（入所者）が治る見込みがなく死期が迫っている（６

ヶ月程度あるいはそれより短い期間を想定）場合、延命医療の中止についてどのようにお考えになりま

すか。（○は１つ） 

23.3

24.6

20.7

13.6

13.2

10.8

6.1

8.5

9.3

10.2

12.0

49.1

34.5

50.1

62.7

45.5

59.5

56.2

66.3

65.6

61.6

60.2

10.7

17.5

12.4

14.8

4.8

11.3

8.4

13.2

12.8

15.6

18.9

13.1

21.1

14.5

7.8

35.7

18.0

28.3

11.4

10.6

12.0

7.9

3.7

2.3

2.3

1.1

1.0

0.4

1.0

0.5

1.7

0.6

1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ１０

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ１０

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ１０

介
護

看
護

医
師

一
般

（Ｈ１５）単なる延命医療であっても続けられるべきである
（Ｈ２０一般）延命医療を望む
（Ｈ２０医療従事者）延命医療であっても続けるべきである
（Ｈ１５）単なる延命医療はやめたほうがよい
（Ｈ２０一般）どちらかというと延命医療は望まない
（Ｈ２０医療従事者）どちらかというと延命医療は中止したほうがよい
（Ｈ１５）単なる延命医療はやめるべきである
（Ｈ２０一般）延命医療は望まない
（Ｈ２０医療従事者）延命医療は中止するべきである
わからない

無回答
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【（一般）問６補問１】 

【（医療従事者）問９補問１】 

（問６、９で「２どちらかというと延命医療は望まない」「３延命医療は望まない」をお選びの方に）この

場合延命医療を望まないとき、具体的にはどのような治療を中止することを望みますか。お考えに近い

ものをお選びください。（○は１つ）                                               

 

47.2

64.7

66.3

55.3

22.5

25.1

26.4

34.0

12.4

5.4

3.4

3.8

16.6

4.2

3.3

6.4

1.3

0.6

0.6

0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

生命維持のための特別な治療まで中止

胃ろうなどによる栄養補給まで中止

点滴の水分補給等一切の治療を中止

わからない

無回答
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【（一般）問６補問２】（「２どちらかというと延命医療は望まない」「３延命医療は望まない」をお選びの方に）この場

合、具体的にはどのような医療・ケア方法を望みますか。お考えに近いものをお選びください。（○は１つ） 

【（医療従事者）問９補問２】（「２どちらかというと延命医療は中止したほうがよい」「３延命医療は中止するべきで

ある」をお選びの方に）この場合、具体的にはどのような医療・ケア方法が考えられますか。お考えに近いものを

お選びください。（○は１つ） 

67.2

53.6

88.0

85.8

55.0

74.0

72.0

86.0

87.1

73.5

20.1

21.5

10.3

12.1

35.2

23.3

16.4

12.1

10.4

15.5

11.3

3.0

0.7

1.5

0.7

1.6

0.3

1.3

1.4

0.2

1.4

21.9

1.0

0.6

9.1

1.1

11.3

0.7

1.1

10.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ１０

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ１０

Ｈ２０

Ｈ１５

介
護

看
護

医
師

一
般

痛みをはじめとしたあらゆる苦痛を和らげることに重点をおく
方法
延命医療を中止して、自然に死期を迎えさせる様な方法

医師によって積極的な方法で生命を短縮させるような方法

わからない・無回答
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（５）遷延性意識障害の患者に対する医療のあり方 

【（一般）問８，（医療従事者）問１２】 

あなたご自身が、遷延性意識障害で治る見込みがないと診断された場合、延命医療を望みますか。（○

は１つ） 

9.2

10.1

4.7

12.5

2.7

7.1

2.0

5.8

9.2

2.9

8.4

51.2

46.2

31.5

62.8

33.2

54.6

28.8

57.2

62.7

28.8

45.3

27.6

33.4

47.2

15.0

55.8

29.3

63.2

29.8

11.1

59.5

39.3

9.6

9.4

12.5

7.9

6.0

8.6

3.4

6.8

14.5

6.0

5.3

2.4

0.9

4.0

1.8

2.3

0.4

2.5

0.5

2.5

2.9

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ１０

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ１０

Ｈ２０

Ｈ１５

Ｈ１０

介
護

看
護

医
師

一
般

（Ｈ１５）単なる延命医療であっても続けられるべきであ
る
（Ｈ２０）延命医療を望む
（Ｈ１５）単なる延命医療はやめたほうがよい
（Ｈ２０）どちらかというと延命医療は望まない

（Ｈ１５）単なる延命医療はやめるべきである
（Ｈ２０）延命医療は望まない

わからない

無回答
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【（一般）問８補問１，（医療従事者）問１２補問１】 

（問８、１２で「２どちらかというと延命医療は望まない」「３延命医療は望まない」をお選びの方に）

この場合延命医療を望まないとき、具体的にはどのような時期に中止することを望みますか。お考えに

近いものをお選びください。（○は１つ）                                               

 

54.7

63.9

59.4

59.5

41.9

34.1

38.7

37.9

2.8

1.6

1.8

2.2

0.6

0.3

0.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

意識不明の状態から回復しないと診断されたとき

生命の助かる見込みがなく、死期が迫っていると診断されたとき

わからない

無回答
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【（一般）問８補問２，（医療従事者）問１２補問２】 

（問８、１２で「２どちらかというと延命医療は望まない」「３延命医療は望まない」をお選びの方に） 

この場合延命医療を望まないとき、具体的にはどのような治療を中止することを望みますか。お考えに

近いものをお選びください。（○は１つ）                                               

 

39.7

42.1

46.5

42.8

14.3

25.8

21.4

25.7

17.7

19.5

18.6

15.9

14.3

2.1

2.2

5.2

14.0

10.5

11.3

10.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

生命維持のための特別な治療まで中止

胃ろうなどによる栄養補給まで中止

点滴の水分補給等一切の治療を中止

わからない

無回答
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【（一般）問９ (医療関係者)問１３】あなたの家族が、遷延性意識障害で治る見込みがないと診断さ

れた場合、延命医療を望みますか。（○は１つ） 

 

16.9

8.3

8.3

17.6

36.2

42.2

46.7

41.8

23.2

37.7

31.9

23.3

21.1

9.0

11.0

15.3

2.5

2.8

2.2

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

延命医療を望む

どちらかというと延命医療は望まない

延命医療は望まない

わからない

無回答
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【（一般）問９補問１ (医療関係者)問１３補問１】 （問９、１３で「２どちらかというと延命医療

は望まない」「３延命医療は望まない」をお選びの方に）この場合延命医療を望まないとき、具体的に

はどのような時期に中止することを望みますか。お考えに近いものをお選びください。（○は１つ）              

 

42.0

51.5

38.0

38.3

54.4

47.3

59.6

58.9

2.7

0.9

2.2

2.7

0.9

0.3

0.1

0.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

意識不明の状態から回復しないと診断されたとき

生命の助かる見込みがなく、死期が迫っていると診断されたとき

わからない

無回答
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【（一般）問９補問２ (医療関係者)問１３補問２】 （問９、１３で「２延命医療をどちらかという

と望まない」「３延命医療は望まない」をお選びの方に）この場合延命医療を望まないとき、具体的に

はどのような治療を中止することを望みますか。お考えに近いものをお選びください。（○は１つ）              

 

43.7

48.3

56.0

48.8

18.2

28.0

25.6

30.5

13.4

12.9

9.2

9.6

14.3

2.5

3.6

6.5

10.3

8.3

5.6

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

介護

看護

医師

一般

生命維持のための特別な治療まで中止

胃ろうなどによる栄養補給まで中止

点滴の水分補給等一切の治療を中止

わからない

無回答
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